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で
︑﹁
我
々
は
よ
り
進
化
し

た
業
界
に
な
っ
て
い
く
た
め

に
︑
業
界
の
基
盤
の
整
備
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
︒
ま
ず
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
︑
取
引

環
境
適
正
化
に
よ
る
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境

改
善
で
あ
る
﹂
と
指
摘
し
︑

﹁
本
日
お
集
ま
り
の
会
員
事

業
者
の
皆
様
方
に
は
︑
国
民

か
ら
選
ば
れ
た
国
会
議
員
の

先
生
方
に
業
界
の
現
状
を
強

く
訴
え
て
い
た
だ
く
と
と
も

は
︑
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
盾
な
ど

を
各
部
門
優
勝
者
に
手
渡
し

て
い
た
だ
い
た
と
と
も
に
︑

各
部
門
優
勝
者
に
対
し
て
心

温
ま
る
労
い
の
お
言
葉
を
か

け
て
い
た
だ
い
た
︒
安
倍
元

総
理
に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
が
わ
が
国
の
経
済
活

動
と
国
民
の
暮
ら
し
を
支
え

て
い
る
﹃
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・

ワ
ー
カ
ー
﹄
で
あ
る
と
の
ご

理
解
を
頂
戴
し
て
い
た
と
と

も
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
さ
ら
な
る
健
全
化
に
向
け

て
︑
こ
れ
ま
で
並
々
な
ら
ぬ

ご
尽
力
を
頂
戴
し
て
き
た
﹂

と
述
べ
た
︒
そ
の
上
で
︑
安

倍
元
総
理
の
冥
福
を
祈
る
と

と
も
に
︑
こ
れ
ま
で
の
業
界
へ

の
多
大
な
る
貢
献
を
称
え
た
︒

　

坂
本
会
長
は
併
せ
て
︑
７

月
10
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ

た
第
26
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
に
つ
い
て
も
触
れ
た
上

　

常
任
理
事
会
・
理
事
会
合

同
会
議
の
冒
頭
あ
い
さ
つ
を

し
た
坂
本
会
長
は
︑
ま
ず
第

26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

の
街
頭
演
説
中
に
奈
良
県
で

銃
撃
さ
れ
︑
７
月
８
日
に
亡

く
な
っ
た
安
倍
晋
三
元
内
閣

総
理
大
臣
に
つ
い
て
言
及
︒

﹁﹃
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹄
の
各
部

門
優
勝
者
に
よ
る
︑
安
倍
元

総
理
に
対
す
る
表
敬
訪
問
で

に
︑
事
業
経
営
の
健
全
化
に

向
け
て
︑﹃
標
準
的
な
運
賃
﹄

や
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
制
な

ど
様
々
な
ル
ー
ル
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
﹂と
言
及
︒

そ
の
上
で
︑﹁
取
引
環
境
の

適
正
化
な
ど
様
々
な
環
境
の

整
備
が
な
さ
れ
て
き
た
が
︑

適
正
運
賃
・
料
金
収
受
を
成

し
え
る
た
め
に
は
会
員
事
業

者
そ
れ
ぞ
れ
の
力
強
い
取
り

組
み
が
必
要
︒﹃
天
は
自
ら

助
く
る
者
を
助
く
﹄
と
い
う

言
葉
も
あ
る
よ
う
に
︑
自
分

自
身
で
努
力
す
る
者
は
︑
天

の
助
け
が
訪
れ
︑
幸
福
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
︒
本
日
お

集
ま
り
の
皆
様
方
に
は
︑
ぜ

ひ
と
も
自
ら
の
力
で
荷
主
企

業
等
に
対
し
て
正
々
堂
々
と

要
求
を
行
っ
て
適
正
運
賃
・

料
金
収
受
を
実
現
し
︑
現
場

で
汗
を
流
し
て
お
ら
れ
る
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様

の
労
働
環
境
改
善
に
繋
げ
て

い
た
だ
き
た
い
﹂
と
力
強
く

述
べ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

７
月
11
日
︑
東
京
都
港
区
の

第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
﹁
第
２

２
３
回
常
任
理
事
会
・
第
１

　

国
土
交
通
省
は
６
月
28
日

付
で
︑
自
動
車
局
長
に
堀
内

丈
太
郎
氏
︑
道
路
局
長
に
丹

羽
克
彦
氏
︑

ま
た
７
月

１
日
付
で

自
動
車
局
安
全
政
策
課
長
に

村
上
強
志
氏
︑
同
８
日
付
け

で
道
路
局
高
速
道
路
課
長
に

橋
本
雅
道
氏
が
就
任
す
る
人

事
異
動
を
発
令
し
た
︒

︹
略
歴
︺

▽
堀
内
丈
太
郎
（
ほ
り
う
ち

・
じ
ょ
う
た
ろ
う
）
氏　

昭

和
40
年
生
ま
れ
︑
茨
城
県
出

身
︒東
京
大
学
法
学
部
卒
業
︒

平
成
元
年
運
輸
省
入
省
︒
大

臣
官
房
審
議
官（
航
空
局﹇
国

際
﹈
担
当
）︑
北
海
道
旅
客

鉄
道
㈱
監
査
役
な
ど
を
歴
任
︒

▽
丹
羽
克
彦
（
に
わ
・
か
つ

ひ
こ
）
氏　

昭
和
39
年
生
ま

れ
︑
東
京
都
出
身
︒
早
稲
田

大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

修
了
︒
平
成
２
年
建
設
省
入

省
︒
道
路
局
企
画
課
長
︑
四

国
地
方
整
備
局
長
な
ど
を
歴

任
︒

▽
村
上
強
志
（
む
ら
か
み
・

つ
よ
し
）
氏　

昭
和
47
年
生

ま
れ
︑
京
都
府
出
身
︒
京
都

大
学
経
済
学
部
卒
業
︒
平
成

８
年
運
輸
省
入
省
︒
鉄
道
局

国
際
課
国
際
事
業
推
進
室

長
︑
日
本
政
府
観
光
局
パ
リ

事
務
所
長
な
ど
を
歴
任
︒

▽
橋
本
雅
道
（
は
し
も
と
・

ま
さ
み
ち
）
氏　

昭
和
42
年

生
ま
れ
︑
兵
庫
県
出
身
︒
京

都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

修
了
︒
平
成
４
年
建
設
省
入

省
︒
近
畿
地
方
整
備
局
道
路

部
長
︑
同
局
企
画
部
長
︑
埼

玉
県
副
知
事
な
ど
を
歴
任
︒

９
７
回
理
事
会
合
同
会
議
﹂

を
開
催
し
た
︒

　

坂
本
会
長
の
あ
い
さ
つ︵
詳

細
別
掲
︶
に
続
き
︑
来
賓
と

し
て
出
席
し
た
日
野
祥
英
国

土
交
通
省
自
動
車
局
貨
物
課

長
と
村
上
強
志
国
交
省
自
動

車
局
安
全
政
策
課
長
が
あ
い

さ
つ
︒
日
野
貨
物
課
長
が﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り
巻

く
当
面
す
る
諸
課
題
等
に
つ

い
て
﹂
と
題
し
︑
今
年
４
月

に
策
定
さ
れ
た
﹁
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
﹂
や

公
正
取
引
委
員
会
が
荷
主
・

物
流
事
業
者
を
対
象
に
実
施

し
た
運
送
ま
た
は
保
管
に
係

る
継
続
的
な
取
引
に
関
す
る

書
面
調
査
結
果
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
会
員
の
入
退

会
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
︑

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
︒

︵
全
ト
協
副
会
長
の
担
務
一

覧
を
２
面
に
掲
載
︶

「
適
正
運
賃
、
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
」

ゲ
ッ
ト
へ
　
猛
ア
タ
ッ
ク
! !

第
２
２
３
回
常
任
理
事
会
・
第
１
９
７
回
理
事
会
合
同
会
議

全
ト
協

日
野
国
土
交
通
省
貨
物
課
長
が

日
野
国
土
交
通
省
貨
物
課
長
が

「
業
界
が
当
面
す
る
諸
課
題
」を
説
明

「
業
界
が
当
面
す
る
諸
課
題
」を
説
明

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己

会
長
は
︑
７
月
11
日
に
東
京
都
港
区
の

第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
開
催
し
た
﹁
第
２

２
３
回
常
任
理
事
会
・
第
１
９
７
回
理

事
会
合
同
会
議
﹂の
あ
い
さ
つ
の
中
で
︑

﹁
会
員
事
業
者
の
皆
様
方
に
は
︑﹃
天
は

自
ら
助
く
る
者
を
助
く
﹄
と
い
う
言
葉

が
あ
る
よ
う
に
︑
自
ら
の
力
で
荷
主
企

業
等
に
対
し
て
正
々
堂
々
と
要
求
を
行

っ
て
適
正
運
賃
・
料
金
収
受
を
実
現
し
︑

現
場
で
汗
を
流
し
て
お
ら
れ
る
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
の
労
働
環
境
改

善
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
﹂
と
力
強

く
語
っ
た
︒

　

ま
た
︑
参
議
院
議
員
選
挙
の
街
頭
演

説
中
に
奈
良
県
で
銃
撃
さ
れ
︑
７
月
８

日
に
亡
く
な
っ
た
安
倍
晋
三
元
内
閣
総

理
大
臣
に
つ
い
て
言
及
し
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
に
対
し
大
変
深
い
ご
理
解
を

頂
戴
し
て
き
た
安
倍
元
総
理
の
訃
報
に

接
し
︑
と
て
も
残
念
で
な
ら
な
い
﹂
と

哀
悼
の
意
を
表
し
た
（
関
連
２
面
）︒

国
土
交
通
省
人
事

 副 会 長 

桝
ま す の

野　龍
りゅうじ

二

理 事 長

山
やまざき

崎　 薫
かおる

専務理事

松
まつざき

崎　宏
ひろのり

則

専務理事

山
やまざき

㟢　寛
ひろし

常務理事

執 行 部 一 覧

庄
しょうじ

子　清
せいいち

一
㈱庄子運送会長

中
なかかわ

川　才
さいすけ

助
中川運送㈱会長

吉
よ し だ

田　修
しゅういち

一
㈱相模運輸社長

工
く ど う

藤　修
しゅうじ

二
㈱トッキュウ会長

寺
てらおか

岡　洋
よういち

一
由良陸運㈱社長

楠
くすのき

木　寿
と し じ

嗣
瀬戸内陸運㈱社長

小
こばやし

林　和
か ず お

男
中越運送㈱会長

小
こ ま る

丸　成
しげひろ

洋
福山通運㈱社長

眞
ま な べ

鍋　博
ひろとし

俊
㈱博運社会長

馬
まわたり

渡　雅
まさとし

敏
松浦通運㈱社長

田
た な か

中　亨
すすむ

㈱滋賀ユニック社長
浅
あ さ い

井　隆
たかし

㈱浅井社長

山
やまぐち

口　嘉
よしひこ

彦
㈱エスラインギフ会長

中
なかむら

村　栄
えいいち

一
日本通運㈱副社長

吉
よ し の

野　雅
まさたか

山
吉正運輸倉庫㈱会長

坂本　克己　全ト協会長

村上　強志
自動車局安全政策課長

橋本　雅道
道路局高速道路課長

堀内　丈太郎
自動車局長

丹羽　克彦
道路局長

基幹産業のわが業界は今こそ
基盤整備と再生〈進化〉を !!
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～歩行者保護編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		警察署長の許可を得て歩行者用道路を通行するときは、とくに
歩行者に注意して徐行しなければならない。（	○・×	）

❷		横断歩道に近づいたとき、横断する人がいるかいないか明らか
でないときは、そのまま進行することができる。（	○・×	）

❸		横断歩道の手前の直前で停止している車両がある場合、その車
両の側方を通過してその前方に出ようとするときは徐行する。
（	○・×	）

❹		児童、幼児等の乗降のため停車している通学通園バスの側方を
通過しようとするときは、徐行して安全を確認しなければなら
ない。（	○・×	）

❺		安全地帯の側方を通過する場合は、歩行者の有無にかかわらず
徐行しなければならない。（	○・×	）

（解答は7面）

荷役作業を安全に
〔第117回〕

　厚生労働省は、このほど「令和３年労働災害発生状況の分析
等」を発表しました。それによると、陸上貨物運送事業の労働
災害での死者は「交通事故（道路）」が、死傷者は荷役作業中
等の「墜落・転落」がそれぞれ最多となっています。

●令和３年陸上貨物運送事業の労働災害発生状況

Ａさん「先日、厚労省から『令和３年労働災害発生状況の分析
等』が発表されたんだ。僕らに関係する陸上貨物運送
事業では、死者数95人で、前年に比べて８人（9.2％）
増加した。死傷者数は16,732人で、こちらも前年に比
べて917人（5.8％）増加した。死者数はここのところ減
少が続いていたけれど、増加に転じたよ」

Ｂさん「死者数、死傷者数それぞれでどんな事故が多かったの
かな」

Ａさん「まず死亡事故は、『交通事故（道路）』が最も多くて37
人だった。死傷事故で最も多かったのは『墜落・転落』
で4,496人となっているんだ」

Ｂさん「陸上貨物運送事業での労働災害の死者数の約４割が
交通事故なんだね。やっぱり、安全運転は決して疎か
にしてはいけないということだね。ほかはどんなこと
で死亡事故が起こっているのかな」

Ａさん「交通事故のほかには『墜落・転落』で12人、『はさま
れ・巻き込み』で11人が亡くなっている。あと『崩壊・
倒壊』、『飛来・落下』でも死者が出ているんだ。また、
死傷者数に目を向けると『墜落・転落』のほか『動作の
反動・無理な動作』、『転倒』が上位になっている」

Ｂさん「つまり、死傷事故は荷役作業中が多いということだ
ね。荷役作業もあるドライバーは、車を降りても油断す
るなということだね」

●必ず保護帽を着用する

Ａさん「そうだね。Ｂさんは荷役作業時はどんなことに気をつ
けているの」

Ｂさん「『墜落・転落』でよく聞くのが保護帽の未着用。過去に
は約50㎝の高さから転落して死亡事故になったケース
があるから、荷役作業の時は保護帽を必ず着用してい
るよ」

Ａさん「保護帽は運転する時のシートベルトみたいなものだも
んね。だから、正しく着用しなければならない。傾けず
被る、あご紐をしっかりかつ確実に締めることは確実
にやってほしいな。あと耐用年数もあるから、定期的
にメンテナンスもしてもらいたいね」

Ｂさん「僕の保護帽も調べてみるよ」
Ａさん「ほかにはどんなことに気をつけているの」
Ｂさん「そうだな。不安定な荷の上を移動せず、面倒と思っても

一旦地面に降りて移動するよう心がけているよ。あと
は滑りにくい靴を履いていることかな。荷役作業でケ
ガをしても物流が滞るから、荷役作業時でも運転時と
同じように気をつけて作業しているよ」

●逸走防止措置４点セットを忘れずに

Ａさん「なるほど。荷役時には、Ｂさんが実践していることを確
実に実践してほしいな。それと、荷役作業で車から降
りる時も気をつけてほしいことがあるんだ」

Ｂさん「どんなことかな」
Ａさん「降車した際、車が動き出して人をはねる事故が発生し

ている。その多くは、逸走防止ができていなかったこ

とが原因なんだ。なので、車から降りる時は必ず、
『パーキングブレーキをかける』、『エンジンを停止す
る』、『ギアをロックする』、『輪止めをする』――とい
う逸走防止措置の４点セットを確実にやってほしい
な」

Ｂさん「トラックは車体が大きいから勝手に動き始めると、ド
ライバーもどうしようもないし、たとえ低速でも衝突
したら重大事故になりかねない。特に急いでいる時は
早く荷役を終えて……と考えて、こうした基本的なこと
が疎かになりやすいから注意しないとね。改めて同僚
に声をかけておくよ」

Ａさん「これから、夏休みで子どもの行き来も増えるから、特
に注意してほしいな」

（参考）厚生労働省「陸上貨物運送事業における重大な労働災害を防ぐためには」

４
年
度
事
業
計
画
等
を
承
認

第
17
回
﹁
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ

ク
・
高
圧
ガ
ス
部
会
﹂

　

６
月
29
日
︑
第
17
回
﹁
タ

ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高
圧
ガ
ス

部
会
﹂（
堀
田
正
二
部
会
長
）

が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
３
年

度
事
業
報
告
︑
②
４
年
度
事

業
計
画
︑
③
５
年
度
第
18
回

タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高
圧
ガ

ス
部
会
総
会
の
開
催
地
︱
︱

に
つ
い
て
審
議
し
︑
い
ず
れ

も
原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
︑
①
危
険
物
荷
卸
し
時

相
互
立
会
い
の
推
進
に
向
け

た
活
動
の
実
施
︑
②
関
係
法

令
に
関
す
る
諸
課
題
改
善
の

推
進
︑
③
関
係
行
政
機
関
及

び
荷
主
団
体
等
と
の
連
携
強

化
や
部
会
員
相
互
の
情
報
交

換
︑
部
会
組
織
の
拡
充
︱
︱

を
３
本
柱
と
し
︑
部
会
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

続
い
て
︑
総
務
省
消
防
庁

危
険
物
保
安
室
の
岡
田
勇
佑

課
長
補
佐
に
よ
り
︑﹁
危
険

物
の
移
送
時
等
の
安
全
確
保

の
推
進
に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ

に
講
演
が
行
わ
れ
た
︒

特
殊
車
両
の
通
行
に
関
す

る
諸
課
題
改
善
等
を
推
進

第
77
回
﹁
鉄
鋼
部
会
﹂

　

７
月
５
日
︑
第
77
回
﹁
鉄

鋼
部
会
﹂（
三
村
文
雄
部
会

長
）
が
会
場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
併

用
し
て
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
３
年

度
事
業
報
告
（
案
）︑
②
役

員
の
退
任
お
よ
び
選
任
︑
③

４
年
度
事
業
計
画
（
案
）︑

④
第
78
回
鉄
鋼
部
会
総
会
の

開
催
地
︱
︱
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
︑
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
︒

　

②
に
つ
い
て
は
︑
任
期
中

の
役
員
の
退
任
に
伴
い
︑
石

橋
一
寛
氏
（
千
南
商
事
㈱
代

表
取
締
役
社
長
・
千
葉
県
）

と
淺
野
茂
生
氏
（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
物

流
㈱
取
締
役
・
東
京
都
）
を

新
た
に
副
部
会
長
に
選
任
し

た
︒

　

③
に
つ
い
て
は
︑﹁
特
殊
車

両
の
通
行
に
関
す
る
諸
課
題

改
善
の
推
進
（
関
係
行
政
と

の
連
携
強
化
）﹂︑﹁
荷
主
団

体
と
連
携
し
た
関
係
法
令
に

関
す
る
諸
課
題
改
善
の
推

進
﹂︑﹁
鋼
材
輸
送
に
関
す
る

安
全
対
策
の
推
進
﹂︑﹁
特
殊

車
両
通
行
許
可
等
の
関
係
法

令
の
遵
守
徹
底
﹂
等
︱
︱
を

展
開
す
る
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
④
に
つ
い
て
は
︑

神
奈
川
県
で
開
催
予
定
と
し

た
︒

「
安
全
対
策
の
推
進
」
な

ど
諸
活
動
を
展
開

第
64
回
﹁
海
上
コ
ン
テ
ナ

部
会
﹂

　

第
64
回
﹁
海
上
コ
ン
テ
ナ

部
会
﹂（
藤
木
幸
二
部
会
長
）

が
７
月
６
日
︑
沖
縄
県
那
覇

市
の
沖
縄
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
３
年

度
事
業
報
告
︑
②
４
年
度
事

業
計
画
︑
③
４
・
５
年
度
の

受
益
者
負
担
金
お
よ
び
都
度

徴
収
予
定
額
︑
④
第
65
回
海

上
コ
ン
テ
ナ
部
会
総
会
の
開

催
地
︱
︱
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
︑原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

４
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

①
安
全
対
策
の
推
進
︑
②
諸

課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

や
要
請
活
動
の
実
施
︑
③
部

会
活
動
の
Ｐ
Ｒ
︑
④
研
修
会

等
の
開
催
︱
︱
な
ど
の
活
動

を
推
進
し
て
い
く
と
し
た
︒

　

議
事
終
了
後
に
実
施
し
た

研
修
会
で
は
︑
国
土
交
通
省

自
動
車
局
安
全
政
策
課
の
渡

邉
敬
安
全
監
理
室
長
に
よ
る

講
演
﹁
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ

の
陸
上
輸
送
に
係
る
安
全
対

策
等
に
つ
い
て
﹂が
行
わ
れ
た
︒

２
０
２
２
年
度
引
越
事
業

者
優
良
認
定
制
度
申
請
受

付
を
開
始

７
月
20
日
㈬
~
８
月
２
日
㈫

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

﹁
２
０
２
２
年
度
引
越
事
業

者
優
良
認
定
制
度
（
引
越
安

心
マ
ー
ク
）﹂の
認
定
受
付
を
︑

７
月
20
日
㈬
~
８
月
２
日
㈫

の
期
間
︑
郵
送
で
受
け
付
け

る
（
当
日
消
印
有
効
）︒

　

同
制
度
は
︑
引
越
ニ
ー
ズ

が
年
々
多
様
化
・
高
度
化
し

て
い
る
中
で
︑
サ
ー
ビ
ス
品

質
に
よ
り
引
越
運
送
事
業
者

が
選
択
さ
れ
る
環
境
を
創
出

す
る
こ
と
を
目
的
に
︑
全
ト

協
が
創
設
し
た
も
の
︒
２
０

１
４
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
︑

令
和
３
年
12
月
現
在
３
５
４

事
業
者（
１
７
２
９
事
業
所
）

が
﹁
引
越
優
良
事
業
者
﹂
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
︑

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒

食
堂
の
運
営
時
間
を
８
月

31
日
ま
で
変
更

苫
小
牧
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

苫
小
牧
Ｔ
Ｓ
で
は
８
月
31
日

㈬
ま
で
︑
平
日
の
食
堂
の
運
営

時
間
を
一
時
変
更
し
て
い
る
︒

︻
運
営
時
間
︼
平
日
=
11
時
~

15
時
︑
18
時
~
21
時
（
15
時
~

18
時
は
休
業
）︑
土
・
日
曜
祝

日
=
11
時
~
21
時（
変
更
な
し
）

食
堂
お
よ
び
福
祉
施
設
の

運
営
時
間
を
変
更

矢
板
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

矢
板
Ｔ
Ｓ
で
は
８
月
１
日
㈪

か
ら
︑
食
堂
・
浴
室
・
女
性
用

シ
ャ
ワ
ー
・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

の
営
業
時
間
を
変
更
す
る
︒

︻
変
更
後
の
運
営
時
間
︼
平
日

・
土
曜
=
10
時
30
分
~
21
時

（
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
20
時
30

分
）︑
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
業

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

　全日本トラック協会は副会長の常任委員会等の担務を次の通り
決定した。

（１面に関連、敬称略）

常任委員会等
委員会名 委員長 担当役員

総務委員会 小林　和男 山崎（専務理事）

環境対策委員会 眞鍋　博俊 佐竹（役員待遇審議役）

物流政策委員会 馬渡　雅敏 松崎（専務理事）

広報委員会 田中　　亨 山崎（専務理事）

税制委員会 浅井　　隆 松崎（専務理事）

交通対策委員会 工藤　修二 佐竹（役員待遇審議役）

道路委員会 寺岡　洋一 山㟢（常務理事）

労働安全・衛生委員会 楠木　寿嗣 佐竹（役員待遇審議役）

経営改善・情報化委員会 庄子　清一 山㟢（常務理事）

物流ネットワーク委員会 中村　栄一 佐竹（役員待遇審議役）

適正化事業委員会 中川　才助 山㟢（常務理事）

施設事業委員会 吉田　修一 山崎（専務理事）

次世代新技術対応小委員会 山口　嘉彦 佐竹（役員待遇審議役）

会長付青年部会・女性部会
担当（事業活性化推進担当） 吉野　雅山 山㟢（常務理事）

役員選考委員会 小丸　成洋 山崎（専務理事）

＜政治連盟＞

全日本トラック事業政治連盟 田中　　亨 板倉（事務局長）

全ト協副会長の担務一覧

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

保
有
車
両
数
が
約
30
台
の
事
業

者
で
あ
る
︒
す
で
に
﹁
１
か
月
の

残
業
時
間
が
中
長
距
離
ド
ラ
イ
バ

ー
で
60
時
間
以
内
︑
近
場
は
早
期

に
40
時
間
を
切
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
︑
現
状
は
45
時
間
以

内
に
な
っ
て
い
る
﹂
と
い
う
︒

　

な
ぜ
︑
こ
の
よ
う
な
時
短
が
可

能
に
な
っ
た
の
か
︒
一
朝
一
夕
で
は

難
し
く
︑
様
々
な
努
力
を
し
て
き

た
︒﹁
従
来
の
よ
う
な
や
り
方
を

続
け
て
い
た
ら
法
令
遵
守
は
で
き

な
い
﹂︑
と
気
づ
い
た
の
は
ち
ょ
う

ど
10
年
前
だ
っ
た
︒
関
越
自
動
車

道
で
居
眠
り
運
転
の
バ
ス
に
よ
る

大
き
な
事
故
が
起
き
た
の
が
平
成

24
年
︒
偶
然
だ
が
︑
同
じ
年
に
同

社
に
も
﹁
労
働
基
準
監
督
署
と
運

輸
支
局
か
ら
の
監
査
が
入
っ
た
﹂

の
で
あ
る
︒﹁
そ
れ
ま
で
は
労
働
時

間
な
ど
法
令
を
ご
ま
か
す
手
法
を

考
え
て
い
た
︒
だ
が
︑
正
攻
法
で

真
正
面
か
ら
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
に
気
づ
い
た
﹂と
い
う
︒

　

そ
れ
以
来
︑
基
本
的

に
は
﹁
適
正
な
条
件
で

契
約
で
き
る
取
引
先
の

売
上
が
増
え
る
ご
と

に
︑
採
算
性
の
低
い
荷

主
や
︑
効
率
の
悪
い
仕

事
を
回
し
て
く
る
大
手

元
請
事
業
者
か
ら
撤
退
す
る
﹂

と
い
う
形
で
経
営
内
容
の
改
善

を
図
っ
て
き
た
︒
そ
の
結
果
︑

一
時
期
の
約
50
台
よ
り
車
両
数

は
減
少
し
た
が
︑
売
上
高
は
増

加
し
︑
収
益
性
も
向
上
し
た
︒

同
時
に
︑
労
働
時
間
の
短
縮
も

推
進
し
て
き
た

の
で
あ
る
︒
こ
れ

は
﹁
ド
ラ
イ
バ

ー
の
確
保
が
ま

す
ま
す
難
し
く

な
っ
て
も
︑
持
続

で
き
る
よ
う
な

経
営
構
造
を
目

指
し
た
﹂
こ
と

に
も
よ
る
︒

　

こ
の
よ
う
な

経
営
を
可
能
に

し
た
の
は
︑
時

短
と
収
入
と
の

関
係
に
つ
い
て
独

自
の
考
え
方
が

あ
る
か
ら
だ
︒

﹁
現
在
の
仕
事

で
い
か
に
労
働
時
間
短
縮
を
図

る
か
︑
同
時
に
収
入
を
い
か
に

維
持
す
る
か
と
考
え
た
の
で
は

難
し
い
︒
労
働
時
間
短
縮
と
収

入
確
保
は
分
離
し
て
︑
そ
れ
ぞ

れ
別
々
に
取
り
組
ん
で
推
進

し
︑
そ
れ
ら
を
上
手
に
組
み
合

わ
せ
る
﹂と
い
う
発
想
な
の
で
あ
る
︒

　

例
え
ば
︑
製
造
業
の
メ
イ
ン
荷

主
と
の
契
約
は
シ
ン
プ
ル
だ
︒
工

場
か
ら
製
品
を
引
き
取
っ
て
同
社

の
倉
庫
に
一
時
保
管
し
︑
オ
ー
ダ

ー
に
基
づ
い
て
全
国
の
納
品
先
に

輸
送
す
る
︒
こ
れ
ら
の
一
貫
し
た

業
務
を
㌔
㌘
当
た
り
い
く
ら
の
重

量
ベ
ー
ス
で
契
約
し
︑
輸
送
距
離

は
基
本
的
に
納
品
先
の
都
道
府
県

単
位
で
単
価
を
設
定
し
て
い
る
︒

附
帯
作
業
料
な
ど
を
別
途
請
求
し

な
い
が
︑
原
価
の
中
に
は
含
め
て

い
る
︒

　

さ
ら
に
︑労
働
時
間
短
縮
で
は
︑

工
場
か
ら
の
引
取
車
両
も
場
内
の

複
数
個
所
で
の
待
機
時
間
を
な
く

す
た
め
に
︑
出
荷
時
間
な
ど
の
調

整
を
荷
主
に
要
請
︒
ま
た
︑
前
日

集
荷
に
し
て
集
荷
車
両
の
積
載
率

を
高
め
て
︑運
行
数
を
減
ら
し
た
︒

幹
線
輸
送
で
は
︑
納
品
先
の
パ
レ

ッ
ト
に
現
地
で
積
み
替
え
る
作
業

を
な
く
す
た
め
︑
納
品
先
の
パ
レ

ッ
ト
を
借
り
て
き
て
自
社
倉
庫
か

ら
出
荷
す
る
時
点
で
納
品
先
の
パ

レ
ッ
ト
に
積
む
︒﹁
車
両
へ
の
積
み

込
み
が
終
了
し
た
ら
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
は
自
宅
に
帰
っ
て
︑
休
息
を
と

っ
て
か
ら
出
社
し
て
出
発
す
る
﹂︒

そ
の
他
︑
様
々
な
工
夫
を
し
て
い

る
の
で
あ
る
︒

第
305
回

時短と収入を分けて推進する発想

第17回「タンクトラック・高圧ガス部会」（6
月29日、全ト協）

第77回「鉄鋼部会」（7月5日、全ト協）

第64回「海上コンテナ部会」（7月6日、沖縄ハー
バービューホテル）

第
55
回
物
流
政
策
委
員
会い

て
審
議
を
行
い
︑
９
月
ま

で
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
予

定
の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
改

善
基
準
告
示
の
見
直
し
に
向

け
た
使
用
者
側
の
考
え
方
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
︒

　

ま
た
報
告
事
項
と
し
て
︑

①
燃
料
価
格
高
騰
対
策
お
よ

び
政
府
の
対
応
︑
②
﹁
標
準

的
な
運
賃
﹂
お
よ
び
﹁
荷
主

対
策
の
深
度
化
﹂へ
の
対
応
︑

③
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
︱

︱
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
︒

　

７
月
５
日
︑
第
55
回
物
流

政
策
委
員
会
（
馬
渡
雅
敏
委

員
長
）
が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
に
先
立
ち
︑
厚
生
労

働
省
労
働
基
準
局
の
竹
野
佑

喜
監
督
課
長
よ
り
﹁
改
善
基

準
告
示
見
直
し
の
方
向
性
に

つ
い
て
﹂説
明
が
行
わ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
引
き
続
き
改

善
基
準
告
示
の
見
直
し
に
つ

改
善
基
準
告
示
の
見
直
し
に
向
け

意
見
交
換

︻
お
こ
と
わ
り
︼
次
号
の
﹃
広
報
と
ら

っ
く
﹄
は
︑８
月
５
日
号
の
予
定
で
す
︒

 

広
報
室

第55回「物流政策委員会」（7月5日、全ト協）

（
７
月
15
日
〜
31
日
）

▽
７
月
15
日

・
令
和
４
年
度
女
性
部
会
全
国
代

表
者
協
議
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）

▽
７
月
19
日

・
第
52
回
引
越
部
会
総
会

▽
７
月
22
日

・
第
40
回
セ
メ
ン
ト
部
会
総
会

▽
７
月
27
日

・
全
国
専
務
理
事
業
務
連
絡
会
議

　

安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大

臣
は
７
月
８
日
︑
奈
良
・
近

鉄
大
和
西
大
寺
駅
前
で
参
議

院
選
挙
の
応
援
演
説
中
に
銃

撃
を
受
け
︑逝
去
さ
れ
た（
享

年
67
）︒

　

安
倍
元
総
理
は
こ
れ
ま
で

数
度
に
わ
た
り
︑﹁
全
国
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン

テ
ス
ト
﹂
の
各
部
門
優
勝
者

に
よ
る
表
敬
訪
問
を
受
け
て

き
た
︒
な
か
で
も
︑
第
50
回

同
コ
ン
テ
ス
ト
の
各
部
門
優

勝
者
に
よ
る
表
敬
訪
問
（
令

和
元
年
６
月
４
日
・
総
理
大

臣
官
邸
に
て
）
の
際
に
は
︑

安
倍
元
総
理
は
各
部
門
優
勝

者
の
栄
誉
を
讃
え
る
と
と
も

に
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
︑

人
材
不
足
で
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
る
︒
今
後
︑
業
界
の

皆
様
方
と
協
力
し
な
が
ら
︑

皆
様
の
職
場
環
境
が
さ
ら
に

改
善
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
﹂
と
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環

境
改
善
に
向
け
て
力
強
く
取

り
組
ん
で
い
く
姿
勢
を
明
確

に
し
た
︒
ま
た
︑
官
邸
玄
関

前
に
用
意
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク

に
安
倍
元
総
理
が
乗
車
︒
取

材
陣
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
車

し
て
の
感
想
を
問
わ
れ
た
安

倍
元
総
理
は
︑﹁
乗
り
心
地

は
い
い
で
す
﹂
と
笑
顔
で
応

じ
て
い
た
︒

追
悼
・
安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣�

（
１
面
に
関
連
）

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

第50回ドラコン各部門優勝者と並ぶ安倍元総理（中央）

官邸玄関前に用意されたトラックに乗車し、笑顔の安倍元総理



（第3種郵便物認可）（3） 令和4年（2022年）7月15日 第2204号

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　
　
　
　

︻
解
説
︼
労
働
基
準
法
第
32
条
（
労

働
時
間
）
に
い
う
﹁
労
働
さ
せ
る
﹂

と
は
︑
労
働
者
が
︑
使
用
者
の
指
揮

命
令
の
も
と
で
自
己
の
労
働
力
を
提

　

労
働
時
間
の
範
囲
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。
弊
社
で
は
、
社
長

方
針
に
よ
り
、
地
域
社
会
へ
の
貢

献
と
い
う
こ
と
で
毎
月
初
め
に
１

回
、
始
業
前
の
約
１
時
間
、
５
人

ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、
交

替
で
会
社
周
辺
の
清
掃
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
作
業
は
、

会
社
と
し
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
労
働
時

間
扱
い
に
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
、
最
近
入
社
し
た
労
働
者

か
ら
「
法
律
上
労
働
時
間
に
カ
ウ

ン
ト
す
べ
き
だ
」
と
の
指
摘
を
受

け
ま
し
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
は
ど

う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

 第253回 

会社周辺を清掃
する社会貢献活
動は労働時間か

供
し
て
い
る
状
況
を
い
い
︑
使
用
者

の
明
示
ま
た
は
黙
示
の
指
示
に
よ
り
︑

業
務
に
従
事
し
て
い
る
時
間
は
労
働

時
間
に
当
た
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
客
観
的
に
見
て
︑
使
用
者
の

指
揮
命
令
下
に
お
か
れ
て
い
る
と
評

価
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
︑
労
働
者
の

行
為
が
﹁
使
用
者
か
ら
義
務
づ
け
ら

れ
︑
ま
た
は
こ
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
た
﹂
な
ど
の
状
況
の
有
無
等
か

ら
︑
個
別
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
れ
で
は
︑
こ
う
し
た
考
え
方
か

ら
み
て
︑
ご
質
問
の
よ
う
な
﹁
地
域

社
会
へ
の
貢
献
の
た
め
の
清
掃
活
動

に
従
事
す
る
時
間
﹂
が
労
働
時
間
に

な
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
︒
一
般
的
に
は
︑
い
わ
ゆ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
︑
本
来

の
業
務
と
は
関
係
な
く
︑
職
務
遂
行

上
必
要
な
作
業
で
も
な
い
作
業
に
要

し
た
時
間
は
︑
労
働
時
間
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
︒
し
か
し
︑

そ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
︑
前

述
の
よ
う
に
︑
使
用
者
の
指
揮
命
令

下
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
れ
ば
︑
労
働
時
間
と
な
り
ま
す
︒

　

こ
れ
と
似
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
参

考
に
な
る
も
の
と
し
て
︑﹁
使
用
者

が
行
う
研
修
や
社
員
教
育
へ
の
参
加

が
労
働
時
間
に
な
る
か
ど
う
か
﹂
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
︒
厚
生
労
働

省
で
は
︑﹁
就
業
時
間
外
の
教
育
訓
練
﹂

に
対
す
る
考
え
方
と
し
て
︑﹁
労
働

者
が
使
用
者
の
実
施
す
る
教
育
に
参

加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
︑
就
業
規
則

上
の
制
裁
等
の
不
利
益
取
扱
に
よ
る

出
席
の
強
制
が
な
く
自
由
参
加
の
も

の
で
あ
れ
ば
︑
時
間
外
労
働
に
は
な

ら
な
い
﹂
と
い
う
行
政
解
釈
（
昭
和

26
年
１
月
︑
基
収
第
２
８
７
５
号
等
）

を
示
し
て
い
ま
す
︒

　

つ
ま
り
︑﹁
強
制
が
な
く
自
由
参

加
で
あ
れ
ば
︑
労
働
時
間
と
し
な
く

て
も
よ
い
﹂と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

こ
の
点
︑
ご
質
問
の
ケ
ー
ス
で
は
︑

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
っ
て
も
︑
実

際
に
は
使
用
者
の
方
で
グ
ル
ー
プ
分

け
を
し
︑
交
替
で
作
業
を
行
わ
せ
て

い
ま
す
の
で
︑﹁
強
制
が
な
く
自
由

参
加
で
あ
る
﹂
と
ま
で
は
い
え
な
い

で
し
ょ
う
︒
し
た
が
っ
て
︑
貴
社
の

場
合
︑
労
働
時
間
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑

こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
へ
の
貢
献
の

た
め
の
清
掃
活
動
が
︑
労
働
者
個
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
自
発

的
に
行
わ
れ
︑
な
お
か
つ
参
加
も
強

制
で
は
な
く
自
由
と
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
場
合
に
は
︑
使
用
者
の
指
揮
命

令
下
に
お
か
れ
て
い
る
労
働
と
は
い

え
な
い
た
め
︑
そ
れ
に
要
す
る
時
間

は
労
働
時
間
と
は
み
な
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
︒
た
だ
し
︑
形
式
上

自
由
参
加
と
し
て
い
て
も
︑
参
加
し

な
い
こ
と
に
つ
い
て
何
ら
か
の
不
利

益
扱
い
が
行
わ
れ
る
場
合
︑
例
え
ば
︑

直
接
そ
の
場
で
点
呼
を
取
っ
て
参
加

・
不
参
加
を
確
認
し
︑
参
加
状
況
を

賞
与
や
昇
格
等
の
考
課
査
定
基
準
に

加
え
て
い
る
場
合
は
︑
実
質
上
参
加

を
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
︑
労
働

時
間
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
︑
注
意

が
必
要
で
す
︒

Ａ�

不
利
益
扱
い
に
よ
る
強
制

か
、
自
由
参
加
か
で
判
断

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
令
和

３
年
度
﹁
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
向
け
テ
ー
ル
ゲ
ー

ト
リ
フ
タ
ー
等
導
入
支
援
事

業
（
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム

等
）﹂
を
実
施
す
る
（
事
業

執
行
団
体
・
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
）︒

　

同
事
業
は
︑
中
小
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
︑
ま
た
は
中

小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と

連
携
し
て
輸
送
の
効
率
化
・

労
働
時
間
削
減
に
取
り
組
む

荷
主
企
業
を
対
象
に
︑
予
約

受
付
シ
ス
テ
ム
等
（
予
約
受

付
シ
ス
テ
ム
︑
Ａ
Ｓ
Ｎ
シ
ス

﹁
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

補
助
金
﹂
公
募
要
領
を

公
表

申
請
受
付
は
７
月
25
日
㈪

〜
８
月
15
日
㈪

　

中
小
企
業
庁
は
７
月
７

日
︑
令
和
４
年
度
当
初
予
算

物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
優
良
事
業
者
を

募
集

募
集
期
間
は
８
月
26
日
㈮
ま
で

　

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業

省
で
は
現
在
︑
令
和
４
年
度

物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
優

良
事
業
者
の
募
集
を
行
っ
て

い
る
︒

　

両
省
で
は
︑
物
流
分
野
に

お
け
る
環
境
負
荷
軽
減
︑
物

流
の
生
産
性
向
上
等
持
続
可

能
な
物
流
体
系
の
構
築
に
関

し
︑
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

テ
ム
︑
受
注
情
報
事
前
確
認

シ
ス
テ
ム
︑
パ
レ
ッ
ト
等
管

理
シ
ス
テ
ム
︑
配
車
計
画
シ

ス
テ
ム
）
の
導
入
を
補
助
す

る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
︒

交
付
決
定
か
ら
４
年
12
月
31

日
ま
で
に
導
入
し
た
︑
国
交

省
が
定
め
た
同
シ
ス
テ
ム
等

に
対
し
︑補
助
が
行
わ
れ
る
︒

　

予
算
額
は
２
０
０
０
万
円
︒

補
助
額
は
表
の
通
り
と
な
っ

て
い
る
︒

　

補
助
金
申
請
受
付
期
間

は
︑
４
年
７
月
19
日
㈫
~
７

月
29
日
㈮
ま
で
（
７
月
29
日

㈮
消
印
有
効
︑
８
月
１
日
㈪

﹁
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
補
助

金
﹂
の
公
募
要
領
を
公
表
し

た
︒

　

同
補
助
金
は
︑
事
業
承
継

や
Ｍ
＆
Ａ
（
事
業
再
編
・
事

業
統
合
等
）
を
契
機
と
し
た

経
営
革
新
等
へ
の
挑
戦
や
︑

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
経
営
資
源
の

事
業
者
を
同
優
良
事
業
者
と

し
て
表
彰
︒
４
年
12
月
に
実

施
予
定
の
﹁
グ
リ
ー
ン
物
流

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
﹂

に
お
い
て
表
彰
式
を
開
催

し
︑
受
賞
者
に
取
り
組
み
内

容
を
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
い
る
︒

　

対
象
と
な
る
事
業
者
は
︑

荷
主
と
物
流
事
業
者
な
ど
複

数
事
業
者
︑
団
体
間
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
実
施

さ
れ
る
物
流
の
改
善
方
策
を

通
じ
︑
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減

等
の
環
境
負
荷
低
減
︑
物
流

引
き
継
ぎ
等
を
行
お
う
と
す

る
中
小
企
業
者
等
を
後
押
し

す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
︒

﹁
経
営
革
新
事
業
﹂︑﹁
専
門

家
活
用
事
業
﹂︑﹁
廃
業
・
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
﹂
の
３
類

型
で
申
請
を
受
け
付
け
る
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
︑
７
月

Ｄ
Ｘ
や
物
流
標
準
化
の
推
進

等
に
よ
る
持
続
可
能
な
物
流

体
系
の
構
築
を
実
現
し
た
取

り
組
み
（
１
か
月
以
上
の
実

績
が
あ
る
も
の
）
を
行
っ
た

事
業
者
（
中
小
企
業
を
含

む
）︒
募
集
期
間
は
４
年
８

月
26
日
㈮
ま
で
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑﹁
グ
リ

ー
ン
物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
﹂
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

を
参
照
の
こ

と
︒

25
日
㈪
~
８
月
15
日
㈪
（
予

定
）︒

　

詳
細
は
︑
同
補
助
金
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

を
参
照
の
こ

と
︒

全
ト
協
必
着
）︒

　

詳
細
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

 

パ
レ
ッ
ト
標
準
化
の
定
義
や

対
象
範
囲
な
ど
を
策
定

「
パ
レ
ッ
ト
標
準
化
推
進
分

科
会
」
中
間
と
り
ま
と
め

　

国
土
交
通
省
は
６
月
27
日
︑

﹁
官
民
物
流
標
準
化
懇
談
会

パ
レ
ッ
ト
標
準
化
推
進
分
科

会
﹂（
座
長
・
味
水
佑
毅
流

通
経
済
大
学
流
通
情
報
学
部

教
授
）
の
中
間
と
り
ま
と
め

を
公
表
し
た
︒

　

令
和
３
年
６
月
に
閣
議
決

定
し
た
総
合
物
流
施
策
大
綱

（
２
０
２
１
年
度
~
２
０
２
５

年
度
）
で
は
︑
取
り
組
む
べ

き
施
策
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に

﹁
物
流
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

﹁
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
実
現
に
向
け
た
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
﹂
へ
の
賛
同
宣
言
を
行

っ
た
と
発
表
し
た
︒

　

経
産
省
と
国
土
交
通
省
に

よ
る
﹁
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
実
現
会
議
﹂
の
分

科
会
と
設
置
さ
れ
た
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ（
Ｗ
Ｇ
）で
は
︑

今
年
３
月
︑
消
費
財
（
加
工

食
品
・
日
用
雑
貨
）
業
界
に

お
け
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
実
現
に
向
け
た
２

０
３
０
年
ま
で
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
︒

　

メ
ー
カ
ー
（
製
）︑
中
間

流
通
・
卸（
配
）︑小
売（
販
）

の
関
係
各
社
で
構
成
さ
れ
て

い
る
同
協
議
会
で
は
︑
今
後

賛
同
宣
言
実
施
各
社
が
実
行

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も

に
︑
同
協
議
会
内
に
﹁
商
流

・
物
流
に
お
け
る
コ
ー
ド
体

系
標
準
化
﹂︑﹁
物
流
資
材
の

標
準
化
お
よ
び
運
用
検
討
﹂

な
ど
４
Ｗ
Ｇ
を
設
置
し
︑
検

討
を
進
め
る
と
し
て
い
る
︒

 

﹁
働
き
や
す
い
職
場
の
つ
く

り
方
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
７
月

28
日
に
開
催日

本
海
事
協
会

　
（
一
財
）
日
本
海
事
協
会

で
は
︑
自
動
車
運
送
事
業
者

向
け
の
﹁
働
き
や
す
い
職
場

の
つ
く
り
方
セ
ミ
ナ
ー
﹂を
︑

７
月
28
日
㈭
に
来
場
と
Ｗ
ｅ

ｂ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で

開
催
す
る
︒

　

同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
︑
講
演

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
を
通
じ
︑
自
動
車
運
送

事
業
者
の
職
場
環
境
改
善
に

向
け
た
情
報
提
供
を
行
う
︒

　

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細

は
︑
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
︵
二
次
元

コ
ー
ド
︶
を

参
照
の
こ
と
︒

や
物
流
標
準
化
の
推
進
に
よ

る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

の
徹
底
し
た
最
適
化
﹂
を
挙

げ
て
お
り
︑
パ
レ
ッ
ト
の
標

準
化
に
つ
い
て
同
分
科
会
で

検
討
を
進
め
て
き
た
︒

　

中
間
と
り
ま
と
め
の
ポ
イ

ン
ト
は
︑
図
の
通
り
と
な
っ

て
い
る
︒

　

同
分
科
会
で
は
今
後
︑
パ

レ
ッ
ト
利
用
実
態
の
把
握
を

進
め
る
と
と
も
に
︑
パ
レ
ッ

ト
化
実
施
済
み
の
事
業
者
も

含
め
た
パ
レ
ッ
ト
標
準
化
に

向
け
て
︑
規
格
（
高
さ
・
強

度
等
）・
運
用
（
循
環
シ
ス

テ
ム
実
現
等
）
の
両
面
で
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
と
し

て
い
る
︒

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
45
社

が
賛
同

フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
実
現
に
向
け
て

　

経
済
産
業
省
は
７
月
８

日
︑
同
日
開
催
し
た
﹁
製
・

配
・
販
連
携
協
議
会
総
会
／

フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
に
お
い
て
︑

同
協
議
会
加
盟
企
業
45
社
が

予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
を
支
援

申
請
受
付
期
間
は
７
月
19
日
㈫
〜
７
月
29
日
㈮

学
び
直
し
の
促
進
の
た
め
に

は
︑
労
使
が
﹁
協
働
﹂
し
て

取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を

訴
え
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

て
い
る
安
全
衛
生
管
理
︑
労

働
災
害
防
止
活
動
お
よ
び
そ

こ
で
働
く
労
働
者
の
仕
事
や

職
業
生
活
に
お
け
る
不
安
や

ス
ト
レ
ス
︑
受
動
喫
煙
等
の

実
態
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
︒

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
の

割
合
（
事
業
所
調
査
）
は
︑

労
働
者
数
50
人
以
上
の
事
業

﹁
人
へ
の
投
資
﹂
の
抜

本
的
な
強
化
に
向
け
て

「
職
場
に
お
け
る
学
び
・

学
び
直
し
促
進
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定

　

厚
生
労
働
省
は
６
月
29
日
︑

﹁
職
場
に
お
け
る
学
び
・
学

び
直
し
促
進
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂
を
策
定
し
︑公
表
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
職
場
に
お
け
る

人
材
開
発
（
人
へ
の
投
資
）

の
抜
本
的
な
強
化
を
図
る
た

め
︑
基
本
的
な
考
え
方
や
︑

労
使
が
取
り
組
む
べ
き
事

項
︑
公
的
な
支
援
策
等
を
体

系
的
に
示
し
た
も
の
︒
同
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
︑
急
速
か

つ
広
範
な
経
済
・
社
会
環
境

経 産 省

経 産 省

の
変
化
の
中
で
︑
企
業
・
労

働
者
双
方
の
持
続
的
成
長
を

図
る
た
め
に
は
︑
労
働
者
の

自
律
的
・
主
体
的
か
つ
継
続

的
な
学
び
・
学
び
直
し
の
促

進
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し

た
上
で
︑
労
働
者
の
学
び
・

 

高
齢
者
の
労
災
防
止
対
策

に
取
り
組
む
企
業
が
８
割

弱
に

労
働
安
全
衛
生
調
査

　

厚
生
労
働
省
は
７
月
５

日
︑
令
和
３
年
﹁
労
働
安
全

衛
生
調
査
（
実
態
調
査
）﹂

の
結
果
を
取
り
ま
と
め
︑
公

表
し
た
︒

　

今
回
は
︑
事
業
所
が
行
っ

所
で
94
・
４
％
（
２
年
調
査

92
・
８
％
）︑
30
~
49
人
の

事
業
所
で
70
・
７
％
（
同
69

・
１
％
）︑
10
~
29
人
の
事

業
所
で
49
・
６
％
（
同
53
・

５
％
）
と
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
60
歳
以
上
の
高
年

齢
労
働
者
が
従
事
し
て
い
る

事
業
所
の
う
ち
︑
高
齢
者
へ

の
労
災
防
止
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
所
の
割
合
は

78
・
０
％
（
２
年
調
査
81
・

４
％
）
で
︑
本
人
の
身
体
機

能
︑
体
力
等
に
応
じ
︑
従
事

す
る
業
務
︑
就
業
場
所
等
を

変
更
し
て
い
る
事
業
所
の
割

合
は
41
・
４
％
（
同
45
・
７

％
）
と
な
っ
た
︒

表　補助額

補助率 補助額の上限額 補助対象経費

補助対象システム
導入に係る

費用の 2 分の 1

1 事業者当たり
500 万円

補助対象システム導入費

（複数の補助対象
システム導入可）

（消費税および地方消費税を
除く）

※注 1： 補助対象経費に補助率を乗じた額に 1 千円未満の端数がある場合は切り捨てる。
　注 2： 1 事業者につき申請は 1 回とし、複数の補助対象システムを申請する場合も 1 回

にまとめる。

図　中間とりまとめのポイント
【パレット標準化の定義】

　標準規格のパレットを標準化された方法で運用すること（ユニットロード化・一
貫パレチゼーション）を通じ、パレット化可能なすべての荷物の効率的な輸送・保
管を実現すること。

【パレット標準化の対象範囲】
　国内物流／工場等の施設～卸売業等の物流施設等。

【これからパレット化を図る事業者に推奨する規格】
　平面サイズ 1,100mm × 1,100mm のパレットを推奨（※）。

※ 業種分野の状況、商品特性等によっては、上記推奨規格の採用が困難な場合や、
異なる規格の採用がより合理的な場合もある。



（4）第2204号（第3種郵便物認可）令和4年（2022年）7月15日

③ C 社の場合
　燃料サーチャージの導入はコミュニケーションのチャンス　燃料サーチャージの導入はコミュニケーションのチャンス
　　～荷主にトラック運送業界を理解してもらう～　　～荷主にトラック運送業界を理解してもらう～

事例のポイント
・ 燃料サーチャージの導入を契機に荷主とコミュニケーションをはかり、トラック運

送業界の窮状を理解してもらうチャンスとするべきである。
・ 燃料サーチャージ導入は元請運送事業者が運賃交渉のフロントに立って強力に推

進すべき。また、下請運送事業者も、原価計算を行って、自らの値上げの必要性
を元請運送事業者に対して交渉すべき。

⑴導入方法
・ 貸切運賃に燃料サーチャージを導入した。
・ 全車デジタコを導入していることから、輸送データを詳細に把握・分析できる。

これによりドライバーの意識も高まっている。
・ 引越貨物は一般消費者が顧客で、専門的なコストの説明は難しく、燃料サーチャ

ージ制度はとらない。

⑵導入にあたっての工夫・成功要因
◆導入するにあたっての社内での準備

・ 輸送データを前提に、荷主を説得することが重要だった。燃料サーチャージ導
入を諦めている会社の多くは努力不足というケースも多いと思われる。

◆交渉のポイント、成功要因
・ 燃料サーチャージの導入は営業活動の一環と捉えている。これを契機に荷主と

コミュニケーションをはかり、トラック運送業界の窮状を理解してもらう良いチ
ャンスになると考えている。

・ 本来は、基本運賃を値上げしたい。しかし、運賃値上げというと荷主は交渉の
テーブルについてくれない。

・ 一方 “サーチャージ＝コスト増分の補填”であれば、説明しやすい。もちろん燃
料だけでなく車両もタイヤも値上がりしており、サーチャージのみでは不十分で
ある。

・ C 社では基本運賃を値上げしたパターンと、サーチャージを導入したパターン
の両方を準備し、荷主に選択してもらったケースもある。

◆その他
・ 今後の課題としては、軽油価格が下がった局面での運賃交渉が考えられる。一

部の荷主では、「サーチャージを導入するなら基本運賃を下げて」といってきた
ところもある。基本運賃を値上げした顧客の場合、軽油価格の変動によっては
再度値下げ要請される危険性もある。

・ 当地域は多層取引（元請下請取引）が顕著である。業界の底上げのためには、
まずは元請運送事業者が運賃交渉のフロントに立って強力に推進すべきであ
る。また、下請運送事業者も、原価計算を行って自らの値上げの必要性を元請
運送事業者に対して交渉すべきである。

・ 主体的に動かなければ運賃は上がらない。

④ D 社の場合
　運賃値上げと燃料サーチャージを併せて導入　運賃値上げと燃料サーチャージを併せて導入
　　～原価計算に基づく運賃改定を基本方針として交渉～　　～原価計算に基づく運賃改定を基本方針として交渉～

事例のポイント
・ 燃料費等のデータをとり続けるなど原価管理を徹底し、燃費向上および CO2 削減

の努力、安全管理の徹底をはかっている。
・ Ｇマーク、グリーン経営等の認証取得、ドライバーへの各種資格取得の奨励等を

通して他社との差別化をはかり、自負をもって営業交渉している。

⑴導入方法
今回の軽油価格高騰に際しては、①運賃の値上げ（月極運賃 3％アップ、距離割増
10％アップ）、②燃料サーチャージ（交渉基準価格 120 円／㍑を上回った額×走行
㌔÷燃費）――の２本立てで実施。

⑵導入にあたっての工夫・成功要因
◆導入するにあたっての社内での準備

・ 荷主は値上げを簡単に了承してくれるわけではない。D 社では値上げの裏付け
として、原価管理を徹底した。また、ドライバーの運転日報、燃費ランキング・
安全運転ランキング、危険予知トレーニングの実施記録などの管理資料を毎月
作成した。

・ ドライバーの経済走行は最近始まった取り組みではない。すでに「効率化の限界」
とも思われる水準まできていた。それでも、一人ひとりがたゆまぬ努力を続け、
着実に燃費をのばしていった。車両の買い換え（低燃費車、軽量化による荷量
の増トン）も進めた。

◆交渉のポイント、成功要因
・ 原価計算に基づく運賃改定を基本方針として交渉しつつ、軽油価格の乱高下に

も対応できる燃料サーチャージの仕組みを導入した。
・ ベースとなる運賃の値上げができない荷主に対しては、軽油の基準価格を下げ

て交渉している（届出基準価格の 100 円／㍑を適用 ）
・D 社では、かねてより輸送サービスの差別化をはかっている。

＜例＞
①Ｇマーク、グリーン経営等の認証取得
②資格取得の奨励（フォークリフト、玉掛け、クレーン、危険物取扱い）など

・ 安全対策および省エネ対策を可能な限りつくしており、さらに差別化されたサ
ービスが確立していることから、自負をもって営業活動を行うことができた。

※『トラック運送事業者の適正取引推進のための燃料サーチャージ導入事例集』より抜粋
　 （同事例集は右の二次元コードよりダウンロード可能）

　燃料価格高騰が続いている中で、トラック運送事業者が自社の経営を維持して
いくためには、荷主企業と運賃の値上げ交渉を行い、燃料コスト上昇分を適正に
収受する必要があります。
　本特集では、燃料サーチャージを導入し、荷主の理解のもと運賃を適正水準に
近づけることに成功したトラック運送事業者の実例を紹介します。
　これらの事例を参考に、燃料価格上昇への対応を図っていきましょう。

わが国の物流を守り抜いていくためにわが国の物流を守り抜いていくために
燃料サーチャージ導入・運賃転嫁等の対応を！燃料サーチャージ導入・運賃転嫁等の対応を！



第2204号（第3種郵便物認可）（5） 令和4年（2022年）7月15日

① A 社の場合
　荷主との強い信頼関係　荷主との強い信頼関係
　　～高い輸送品質とビジネスライクな取引関係～　　～高い輸送品質とビジネスライクな取引関係～

事例のポイント
・ 輸送品質の向上に努めるとともに、燃料の高騰状況、燃費、輸送原価への影響等

の説明資料を整備し、燃料サーチャージを運賃と別に付加して荷主負担を求めて
いる。

・ 長年の取引において、馴れ合いではなく、ビジネスライクに割り切った、何でも
話せる取引関係を築いている。

⑴導入方法
・ 燃料サーチャージの適用にあたっては、筆頭荷主については毎月変動額の見直し

を行うが、他の荷主は、半期、あるいは四半期ごとの見直しとしている。
・ A 社の筆頭荷主は、上場会社の鋼管メーカーである。鋼管類の扱いには、傷はも

ちろん、水濡れ、埃、汚損などの厳禁、時間指定、取り下ろし手順の遵守といっ
た厳しい輸送品質が求められる。このため、荷主ごとにドライバーを固定し、長
年教育してきた。そうした輸送品質が評価されており、筆頭荷主の物流量の５割
を扱っている。

・ A 社では食品の輸送も行っているが、①輸送サービスの差別化を行いにくい 、②
業界の景気が悪い――などを理由に燃料サーチャージを導入できていない。

⑵導入にあたっての工夫・成功要因
◆導入するにあたっての社内での準備

・ 当初、基本運賃の値上げでの対応を考えたが、運賃値上げとなると荷主の窓口
担当者が上司への説明に苦労する。そこで、荷主担当者が説明しやすいように
担当者になりかわって、燃料の高騰状況、燃費、輸送原価への影響等の説明資
料を整備し、運賃とは切り離したかたちでの負担を求めた。

◆交渉のポイント、成功要因
・ 荷主からは燃費効率向上を求められた。このため、毎月、ドライバーに車両ごと

の燃費を算出させ、好成績ドライバーを表彰した。その結果、ドライバー各人
の意識が高まった。燃費効率の良い新型車両の導入も行った。

・ 筆頭荷主とは 40 年来の取引があり、馴れ合いではなく、ビジネスライクに割り
切った何でも本音で話せる関係を築いてきた。

・ 以前から、特殊なスキルを要する荷役作業については、基本運賃とは別建てに
して料金収受してきた。時間指定についても早朝割り増し等を適用するなど、
ビジネスライクに付加料金を請求・収受していた。別建ての運賃・料金に対す
る理解を得やすい土壌が整えられていた。

◆その他
・ 原油価格の高騰は直接的な燃料の高騰に収まらず、包装資材など副資材の間接

的な値上げに繋がっている。今後はこの分の補填への理解をどのように図って
いくかが課題である。

② B 社の場合
　輸送効率やコスト水準を数字で示す　輸送効率やコスト水準を数字で示す
　　～全車両にデジタルタコグラフ導入～　　～全車両にデジタルタコグラフ導入～

事例のポイント
・ 保有車両全車にデジタルタコグラフを導入。各ドライバーの意識が高まって、走

行燃費は大幅に改善した。
・ 荷主が困っているときには最大限協力したり提案したりする。そうすることによっ

て荷主とのコミュニケーションは円滑になる。

⑴導入方法
・ 燃料サーチャージを導入した運賃の種類：一般貨物（貸切、積合せ）
・ 一般貨物の燃料サーチャージの仕組み：一般（貸切）については国土交通省の計

算シートにのっとって作成。一般（積合せ）については、１両あたり増コストを、
当該積合せ荷主の積載トンキロシェアで案分。

・ B 社では、保有車両全車にデジタコを導入。各ドライバーの意識が高まって走行
燃費は大幅に改善した。荷主も B 社の自助努力を評価し、燃料サーチャージ導入
に前向きになった。

⑵導入にあたっての工夫・成功要因
◆導入するにあたっての社内での準備

・ 荷主の説得では、何度も訴えかけ、交渉することが重要。はじめは「他社から
は値上げの申し入れなどない」と突っぱねられたが、少しずつ耳を傾けてくれる
ようになった。また現状の輸送効率やコストがどのようになっているかを数字で
示すことも重要。

・ B 社では、①全荷主に値上げの案内文を提出し、②軽油使用量を方面（距離）別・
車種別に計算し、③軽油価格の変動額を乗じて「コスト増額」として提示した。

・ 数字として示した結果、荷主も理解してくれるようになった。合意が得られたら 
「確認書 （覚書）」として書面交換した。数値については３か月ごとの見直しを
明記した。

◆交渉のポイント、成功要因
・ コミュニケーションの基本は、頻繁に顔を出して、何度も交渉すること。また自

分が困ったときにお願いにあがるだけでなく、荷主が困っているときに、最大限
協力したり提案したりする。そうすることによって荷主とのコミュニケーション
が図れるようになる。

◆その他
・ 軽油価格の基準時点について、荷主側では「契約更新した直近の時期（すでに

軽油値上がりが相当レベルまで進んだ時点）」を主張する場合が多い。継続契約
で、実際には 10 年も前の原価計算に基づく運賃なのに、たまたま更新が今年の
４月だった、というようなケースでは大きな問題となる。この場合、原価計算の
基準年はあくまで 10 年前であり、燃料サーチャージの軽油基準価格とは異なる
旨、丁寧に正確に説明しなければならない。

燃料価格高騰への対応策特集
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企業プロフィール
■�社　　　名 共進㈱
■�本社所在地 山口県岩国市周東町上久原13-3
■�代　表　者� 代表取締役　髙瀬　稔彦  
■�創　　　業　 昭和9年8月1日
■�創　　　立　 昭和26年12月24日
■�資　本　金 1,000万円
■�社　員　数 30人（うちドライバー15人）
■�車　両　数 17台

　

共
進
㈱
（
髙
瀬
稔
彦
代
表

取
締
役
）
の
歴
史
は
︑
東
洋

紡
績
㈱
岩
国
工
場
（
現
・
東

洋
紡
㈱
岩
国
事
業
所
）
の
開

設
に
伴
い
︑
昭
和
９
年
に
岩

国
市
内
に
創
業
し
た
（
当
時

の
社
名
は
合
資
会
社
共
進
組

で
︑26
年
に
現
社
名
に
変
更
）

こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
創
業
以
来
︑
同

事
業
所
で
製
造
さ
れ
た
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
製
品
や
医
薬
品
原

料
な
ど
を
輸
送
し
て
い
る
ほ

か
︑
瀬
戸
内
工
業
地
域
の
大

竹
~
周
南
地
区
の
メ
ー
カ
ー

が
製
造
し
た
製
品
を
元
請
事

業
者
か
ら
の
管
理
委
託
を
受

け
て
倉
庫
で
保
管
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
手
が
け
て
い
る
︒

　

同
社
に
お
け
る
事
故
防
止

対
策
で
最
も
大
切
に
し
て
い

る
の
は
︑﹁
日
頃
か
ら
不
安

全
な
環
境
を
取
り
除
い
た

り
︑
不
安
全
な
行
動
を
戒
め

て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
危
険
に

対
す
る
感
度
を
い
つ
も
高
く

維
持
す
る
﹂こ
と
だ
と
い
う
︒

　
﹁
人
間
は
常
に
楽
な
方
向

に
流
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
︒
自
動
運
転
に
近
い
機
能

も
備
わ
っ
て
︑
身
体
的
な
負

担
を
軽
減
す
る
ト
ラ
ッ
ク
も

登
場
し
て
き
ま
し
た
が
︑
運

転
中
は
︑
当
然
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
運
転
操
作
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
け

れ
ど
も
一
度
味
を
し
め
る
と
︑

そ
の
成
功
体
験
か
ら
く
る

﹃
気
の
緩
み
﹄
が
不
安
全
行

動
を
助
長
す
る
こ
と
は
︑
ど

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の﹁
気
づ
き
﹂

に
着
目
し
︑
安
全
対
策
を
推

し
進
め
て
い
る
同
社
︒
こ
こ

で
は
︑﹁
交
通
事
故
防
止
﹂︑

﹁
荷
主
先
や
倉
庫
内
に
お
け

る
事
故
防
止
﹂︑﹁
ド
ラ
イ
バ

ー
の
健
康
管
理
﹂
の
各
観
点

か
ら
︑
同
社
に
お
け
る
取
り

組
み
を
み
て
い
き
た
い
︒

　

ま
ず
﹁
交
通
事
故
防
止
﹂

で
は
︑
同
社
で
は
全
車
両
に

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
と
デ

ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
を
設
置

し
︑
そ
の
運
行
記
録
に
不
安

全
行
動
や
ヒ
ヤ
リ
が
記
録
さ

れ
て
い
な
い
か
︑
つ
ぶ
さ
に

点
検
し
て
そ
の
都
度
ド
ラ
イ

バ
ー
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
﹁
常
に
見
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
意
識
す
る
﹂
運
転
を

促
し
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
か
つ
て
︑
踏
切

に
差
し
か
か
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
が

一
時
停
止
を
せ
ず
に
徐
行
で

踏
切
を
通
過
し
て
し
ま
う
映

像
が
記
録
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
︒
安
全
懇
談
会
で

は
そ
の
ド
ラ
レ
コ
映
像
を
当

該
ド
ラ
イ
バ
ー
も
同
席
さ
せ

て
︑
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
見

て
も
ら
い
︑
意
見
交
換
を
実

施
︒﹁
単
純
に
映
像
を
見
て

ん
な
優
秀
な
ド
ラ
イ
バ
ー
で

も
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
︒
漫
然
運
転
や
横
着

な
運
転
態
度
が
操
作
の
遅
れ

や
ミ
ス
を
引
き
起
こ
し
︑
痛

ま
し
い
事
故
に
繋
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
︒
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
は
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
危
険
へ
の
感
度
を
上
げ

る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
髙
瀬

社
長
）

の
感
想
﹂
と
﹁
こ
う
し
た
行

動
を
続
け
て
い
る
と
将
来
ど

う
い
う
こ
と
が
起
こ
る
か
﹂

の
２
点
に
つ
い
て
︑
全
員
か

ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
︒
懇
談

会
の
主
宰
者
が
﹁
ル
ー
ル
を

守
ろ
う
﹂
と
解
答
を
出
す
の

で
な
く
︑
み
ん
な
に
考
え
て

も
ら
っ
て
自
分
の
こ
と
ば
で

回
答
す
る
こ
と
を
通
じ
︑﹁
気

づ
き
﹂
を
生
み
︑
各
自
に
自

覚
を
し
て
も
ら
お
う
と
い
う

取
り
組
み
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
同
社
で
は
過
去
に

発
生
し
た
交
通
事
故
に
つ
い

て
︑
事
故
の
状
況
や
原
因
な

ど
を
分
析
し
た
う
え
で
︑
一

覧
表
に
ま
と
め
て
掲
示
し
て

い
る
︒
安
全
懇
談
会
で
は
︑

そ
の
月
に
過
去
に
発
生
し
た

交
通
事
故
に
つ
い
て
紹
介
し

た
う
え
で
︑﹁
わ
き
見
運
転

に
気
を
つ
け
よ
う
﹂
と
い
っ

た
強
調
テ
ー
マ
を
設
け
︑
そ

の
月
の
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン︵
写

真
︶
に
し
て
毎
朝
朝
礼
で
唱

和
し
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
で
は
６
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
事
故
が
多
く
発
生

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
︒
事

故
の
傾
向
を
﹃
見
え
る
化
﹄

活
動
を
続
け
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
そ
う
し
た
特

定
非
営
利
活
動
法
人
の
活
動

を
支
援
︒
そ
の
一
環
と
し
て

毎
年
12
月
の
安
全
懇
談
会
で

は
︑
家
族
を
交
通
犯
罪
で
亡

く
し
た
方
々
の
体
験
談
を
聞

い
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い

る
︒

　
﹁
平
成
24
年
に
広
島
県
東

広
島
市
で
発
生
し
た
ト
レ
ー

ラ
ー
鉄
板
落
下
事
故
（
対
向

車
に
乗
車
し
て
い
た
２
人
が

死
亡
）
や
同
年
に
京
都
府
亀

岡
市
で
児
童
・
保
護
者
の
登

校
時
を
襲
っ
た
亀
岡
暴
走
事

故（
児
童
な
ど
３
人
が
死
亡
︑

亡
く
な
ら
れ
た
児
童
の
お
父

さ
ん
が
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

健
康
管
理
﹂
に
お
け
る
同
社

の
取
り
組
み
で
は
︑
常
に
余

裕
を
も
っ
た
従
業
員
数
の
確

保
を
心
が
け
て
い
る
︒
こ
れ

は
︑
か
つ
て
同
社
の
従
業
員

が
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
︒

同
従
業
員
は
か
ら
だ
の
不
調

を
感
じ
て
い
た
も
の
の
︑﹁
受

診
や
治
療
の
た
め
に
会
社
を

休
む
こ
と
で
同
僚
に
迷
惑
を

か
け
た
く
な
い
﹂と
考
え
て
︑

我
慢
し
て
仕
事
を
続
け
て
し

ま
っ
た
た
め
に
が
ん
が
進
行

し
︑
結
果
と
し
て
命
を
落
と

す
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

同
社
で
は
︑
法
定
の
健
康

診
断
に
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
検
査

を
５
０
０
０
円
分
付
与
（
種

類
は
本
人
選
択
）す
る
ほ
か
︑

２
年
に
１
回
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
し
︑
同
時
に
脳
・
心
臓

ド
ッ
ク
と
眼
底
検
査
を
行
う

よ
う
に
し
て
い
る
︒
ま
た
健

診
結
果
よ
り
︑
産
業
保
健
セ

ン
タ
ー
の
認
定
産
業
医
か
ら

要
治
療
︑
要
精
密
検
査
と
な

っ
た
従
業
員
に
は
︑
受
診
を

確
実
に
し
て
も
ら
う
た
め

﹁
指
導
き
っ
ぷ
﹂を
手
渡
す
︒

指
導
き
っ
ぷ
に
は
再
検
査
を

実
施
し
た
医
師
か
ら
の
コ
メ

ン
ト
欄
が
あ
り
︑
医
師
に
現

在
の
状
況
や
今
後
の
治
療
方

針
を
記
入
し
て
も
ら
っ
た
上

で
︑
会
社
に
提
出
さ
せ
て
い

し
て
繰
り
返
し
見
て
も
ら
う

こ
と
で
︑
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
﹃
気
づ
き
﹄
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
︒
一
方
で
︑
発

荷
主
様
で
の
荷
待
ち
や
輸
送

中
の
交
通
渋
滞
な
ど
が
原
因

で
︑
着
荷
主
様
へ
の
到
着
が

遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
︒
時
間
に
間
に
合
わ
な

い
と
気
が
焦
り
︑
先
を
急
ぐ

よ
う
な
運
転
操
作
に
な
っ
て

し
ま
う
と
︑
危
険
に
対
す
る

感
度
が
鈍
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
︒
着
荷
主
先
へ
の
到
着

が
遅
れ
そ
う
で
あ
れ
ば
︑
ま

ず
会
社
に
連
絡
し
て
も
ら
い
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
﹃
遅
れ
て

も
大
丈
夫
だ
か
ら
﹄
と
伝
え

る
こ
と
で
︑
落
ち
着
い
て
慎

重
に
運
転
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
︒
そ
の
た
め

に
は
︑
双
方
の
お
客
様
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑

に
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
︑

そ
の
こ
と
を
事
前
に
ド
ラ
イ

バ
ー
に
も
伝
え
て
お
き
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
が
ど
ん
な
状
況
で

も
尻
込
み
し
な
い
で
︑当
社
に

﹃
報
告
・
連
絡
・
相
談
﹄
を

し
て
く
れ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
﹂（
同
）

　

さ
ら
に
同
社
で
は
︑
交
通

事
故
被
害
者
の
ご
家
族
を
安

全
懇
談
会
に
招
き
︑
痛
ま
し

い
事
故
の
体
験
を
語
っ
て
も

ら
う
取
り
組
み
を
し
て
い
る
︒

　

そ
の
き
っ
か
け
は
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
全
国
物

流
青
年
経
営
者
中
央
研
修
会

で
講
演
さ
れ
た
鈴
木
共
子
さ

ん
を
︑
平
成
21
年
６
月
に
開

催
さ
れ
た
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
青
年
部
会
研
修
会
の
講

師
と
し
て
招
い
た
と
き
に
︑

髙
瀬
社
長
が
一
参
加
者
と
し

て
拝
聴
し
た
こ
と
に
遡
る
︒

　

鈴
木
さ
ん
の
お
子
さ
ん
は

大
学
の
入
学
式
直
後
に
飲
酒

・
無
免
許
・
無
車
検
状
態
だ

っ
た
暴
走
車
に
激
突
さ
れ
︑

亡
く
な
ら
れ
た
が
︑
同
様
の

事
件
が
後
を
絶
た
な
い
現
状

を
憂
い
て
︑
同
じ
よ
う
な
境

遇
の
ご
家
族
と
一
緒
に
危
険

運
転
の
厳
罰
化
や
被
害
者
家

族
の
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
が
進

ん
で
︑
痛
ま
し
い
事
故
が
繰

り
返
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

　
﹁
荷
主
先
や
倉
庫
内
に
お

け
る
事
故
防
止
﹂
に
お
け
る

同
社
の
取
り
組
み
と
し
て
︑

ま
ず
﹁
３
Ｓ
（
整
理
・
整
頓

・
清
掃
）
の
徹
底
﹂
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
︒
乗
務
す

る
ト
ラ
ッ
ク
の
キ
ャ
ビ
ン
や
車

体
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
で
︑

通
常
と
は
違
う
車
両
の
不
具

合
に
気
づ
く
き
っ
か
け
に
な

る
︒
ま
た
倉
庫
内
の
整
理
整

頓
を
欠
か
さ
ず
に
行
う
こ
と

で
︑
倉
庫
作
業
員
の
転
倒
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
︒

　

業
務
を
行
う
上
で
の
不
安

全
環
境
を
放
置
し
て
し
ま
う

と
︑
大
き
な
事
故
に
繋
が
り

か
ね
な
い
︒
３
Ｓ
の
徹
底
に

よ
っ
て
︑
不
都
合
や
不
具
合

に
い
ち
早
く
気
づ
く
こ
と
で
︑

労
働
災
害
や
商
品
事
故
の
芽

を
摘
む
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
︒

　

ま
た
同
社
で
は
︑
エ
ン
ジ

ン
が
か
か
っ
た
状
態
で
は
ウ

イ
ン
グ
操
作
が
で
き
な
い
メ

カ
ロ
ッ
ク
機
能
を
ウ
イ
ン
グ

車
に
標
準
装
備
︒
さ
ら
に
ウ

イ
ン
グ
を
開
閉
す
る
際
に﹁
ウ

イ
ン
グ
開
放
中
﹂
の
表
示
を

取
付
け
︑
そ
の
収
納
バ
イ
ン

ダ
ー
を
ハ
ン
ド
ル
の
上
に
置

い
て
︑
ウ
イ
ン
グ
を
確
実
に

閉
め
て
か
ら
運
転
行
動
を
始

め
る
癖
を
習
慣
化
し
て
い
る
︒

　

そ
し
て
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の

ー
）
な
ど
の
ご
家
族
か
ら
︑

事
故
の
体
験
談
と
﹃
自
分
た

ち
の
よ
う
な
悲
惨
な
体
験
を

し
な
い
で
済
む
社
会
に
な
っ

て
ほ
し
い
﹄
と
い
う
切
実
な

想
い
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
︒
き
っ
と
そ
の
気
持
ち

は
︑
い
ま
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の

心
に
刺
さ
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
に

い
つ
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け

て
も
ら
い
︑
同
じ
よ
う
な
事

故
を
自
分
が
発
生
さ
せ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
﹃
気
づ

き
﹄
を
生
む
場
を
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
﹂（
同
）

る
︒
そ
の
際
の
診
察
料
は
︑

５
０
０
０
円
を
上
限
に
︑
福

利
厚
生
費
と
し
て
会
社
が
負

担
し
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
で
は
17
台
の
車
両

の
う
ち
11
台
が
長
距
離
輸
送

を
担
っ
て
お
り
︑
長
時
間
労

働
の
短
縮
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
き
ま
し
た
︒
一
方
で

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
を

改
善
さ
せ
る
こ
と
で
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
が
他
の
業
種

と
同
じ
土
俵
に
立
つ
こ
と
が

で
き
な
い
よ
う
で
は
︑
次
世

代
を
担
う
人
財
を
獲
得
で
き

な
く
な
り
ま
す
︒
長
時
間
労

働
を
抑
制
し
︑
休
暇
を
取
り

や
す
い
職
場
環
境
に
し
て
い

く
こ
と
で
︑
心
置
き
な
く
受

診
や
治
療
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
︑
健
康
起
因
事
故
の
未

然
防
止
に
繋
げ
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
﹂（
同
）

　

最
後
に
︑
今
後
の
安
全
対

策
の
方
向
性
に
つ
い
て
︑
髙

瀬
社
長
に
聞
い
た
︒

　
﹁
事
故
は
︑
う
っ
か
り
ミ
ス

や
漫
然
運
転
に
よ
る
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
と
︑﹃
リ
ス
ク
﹄

を
認
識
し
な
が
ら
意
図
的
に

行
っ
て
し
ま
う
不
安
全
行
動

に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
で
す
︒

ま
た
会
議
は
事
故
防
止
を
図

る
手
段
な
の
に
︑
い
つ
の
ま
に

か
ド
ラ
イ
バ
ー
の
署
名
が
あ

る
議
事
録
を
残
す
こ
と
が
目

的
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
︒
事
故
防
止
は
常

に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
に
訴

え
て
︑
易
き
に
流
さ
れ
る
気

持
ち
を
ぐ
っ
と
抑
え
て
︑
感

度
を
高
く
持
つ
こ
と
で
し
か

防
げ
ま
せ
ん
︒
忍
び
寄
る
キ

ケ
ン
の
芽
に
気
づ
い
て
正
す

力
を
養
い
つ
づ
け
る
こ
と
︑

そ
の
継
続
こ
そ
が
原
点
で
あ

り
︑
将
来
の
課
題
で
す
︒
事

故
を
な
く
す
た
め
の
﹃
気
づ

き
﹄
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
よ

う
︑
引
き
続
き
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

︵
取
材
協
力
︶
共
進
㈱

髙
瀬
稔
彦
代
表
取
締
役

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
様
々
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
︑
交
通
事

故
や
労
働
災
害
に
繋
が
り
か
ね
な
い
危
険
に
い
ち
早

く
気
付
く
力
を
養
っ
て
い
る
︑
山
口
県
岩
国
市
の
共

進
株
式
会
社
を
紹
介
し
ま
す
︒

運
転
中
の
油
断
や
気
の
緩
み
が
事
故
の
引
き
金
に

安
全
性
高
い
運
転
を
励
行
し
て
事
故
を
防
ぐ

﹁
過
去
の
事
故
分
析
﹂
を
通
じ
て
安
全
性
を
向
上

心
に
響
く﹁
事
故
被
害
者
家
族
に
よ
る
体
験
談
﹂

﹁
変
化
へ
の
気
づ
き
﹂
と
﹁
適
切
な
対
応
﹂
が

高
品
質
な
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
直
結

毎月開催している「安全懇談会」では事故防止へ
の感覚を高めていくための指導を展開している

同社では、東洋紡岩国事業所で製造されたポリエステル樹脂や医薬品原料などの輸
送を行っている

毎
年
12
月
の
﹁
安
全
懇
談
会
﹂
で
は
、

家
族
を
交
通
事
故
で
亡
く
し
た
人
の

体
験
談
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
聞
い
て
も

ら
っ
て
い
る

髙瀬　稔彦
代表取締役

同社では毎月「安全
スローガン」を策定
し、朝礼で唱和して
いる

共
進
株
式
会
社
（
山
口
県
岩
国
市
）

第
31
回

危険の芽に気づくチカラを養い　事故を未然に回避危険の芽に気づくチカラを養い　事故を未然に回避
様 な々安全対策を通じ　事故防止の決意をいつも堅持する様 な々安全対策を通じ　事故防止の決意をいつも堅持する
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国24か所のトラックステーション（TS）は全国24か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国24か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国24か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 35

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

ほんのヒトコマほんのヒトコマ［第110回］

AIマスク新発売……!?

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜歩行者保護編〜
	 【解 答】2面に問題
❶	○（法第9条）警察署長の許可を受けて、
歩行者用道路を通行するときは、特に歩行
者に注意して徐行しなければならない。
❷	×（法第38条第1項）横断歩道に接近す
る場合には、横断しようとする歩行者又は自
転車がないことが明らかな場合を除き、当
該横断歩道等の直前で停止することができ
るような速度で進行しなければならない。こ
の場合において、横断し、又は横断しようと
する歩行者等があるときは、当該横断歩道
等の直前で一時停止し、かつ、その通行を
妨げないようにしなければならない。
❸	×（法第38条第2項）横断歩道又はその手

前の直前で停止している車両等がある場合
において、当該停止している車両等の側方
を通過してその前方に出ようとするときは、
その前方に出る前に一時停止しなければな
らない。
❹	○（法第71条第2号の3）児童、幼児等の
乗降のため停車している通学通園バスの側
方を通過するときは、徐行して安全を確認し
なければならない。
❺	×（法第71条第3号）安全地帯の側方を
通過する場合において、当該安全地帯に歩
行者がいるときは徐行することと定められ
ている。

※
解
答
は
、
８
月
５
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

TS名 運行情報センター 福祉施設

札 幌 平常通り営業 平常通り営業

苫 小 牧 平常通り営業 平常通り営業

青 森 平常通り営業

仙 台 8月10日（水）17:00 ～ 8月17日（水）  9:00
食　　堂
シャワー

8月10日（水）18:30 ～ 8月17日（水）  8:30
8月10日（水）17:00 ～ 8月17日（水）  9:00

白河の関 8月10日（水）17:30 ～ 8月17日（水）  8:30
コインシャワー・
コインランドリー

・休憩室
8月10日（水）17:00 ～ 8月17日（水）  9:00

茨 城 8月12日（金）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00 平常通り営業

矢 板 8月10日（水）17:00 ～ 8月17日（水）  9:00
食堂・浴室・

女性用シャワー・
コインランドリー

8月10日（水）21:00 ～ 8月17日（水）11:00

大 宮 8月12日（金）20:00 ～ 8月19日（金）  8:00 平常通り営業

東 神 8月11日（木）  9:00 ～ 8月11日（木）17:00 平常通り営業

新 潟 8月12日（金）19:00 ～ 8月17日（水）  8:00 コインシャワー 8月12日（金）19:00 ～ 8月17日（水）  8:00

金 沢 8月12日（金）17:00 ～ 8月17日（水）  9:00 平常通り営業（24時間営業）

浜 松 8月12日（金）14:00 ～ 8月16日（火）  9:00
食　堂・売　店

浴室・宿泊・仮眠
8月12日（金）14:00 ～ 8月16日（火）11:00
8月12日（金）14:00 ～ 8月16日（火）12:00

名 古 屋 8月12日（金）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00 コインシャワー 8月12日（金）17:00 ～ 8月16日（火）  8:00

亀 山 8月12日（金）14:00 ～ 8月16日（火）  9:00
食　　堂
売　　店

浴室・宿泊・仮眠

8月12日（金）14:00 ～ 8月16日（火）11:00
8月12日（金）14:00 ～ 8月16日（火）  8:00
8月12日（金）14:00 ～ 8月16日（火）10:00

彦 根 8月10日（水）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00 食堂・浴室・宿泊 8月10日（水）21:00 ～ 8月16日（火）  8:00

大 阪 8月10日（水）17:00 ～ 8月17日（水）  9:00 平常通り営業（24時間営業）

奈良・針 8月10日（水）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00
休憩室・

コインシャワー・
コインランドリー

8月10日（水）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00

岡 山 8月12日（金）16:00 ～ 8月17日（水）  9:00
食　　堂

コインシャワー・宿泊
8月10日（水）18:00 ～ 8月18日（木）11:00
8月12日（金）16:00 ～ 8月17日（水）  8:00

尾 道 8月10日（水）17:00 ～ 8月17日（水）  8:30
トイレ・シャワー・洗濯機
コンビニエンスストア

8月10日（水）17:00 ～ 8月17日（水）  8:30
平常通り営業（24時間営業）

三 次 8月10日（水）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00
食　　堂
浴　　室

8月10日（水）16:00 ～ 8月16日（火）10:00
8月10日（水）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00

北 九 州 8月12日（金）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00
トイレ・コインシャワー・

コインランドリー
平常通り営業（24時間営業）

鳥 栖 8月12日（金）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00 食堂・浴室・宿泊
◎休業　　8月14日（日）
◎短縮営業
8月13日（土）～ 8月16日（火）10:00～21:00

諫 早 8月10日（水）20:00 ～ 8月16日（火）10:00
食　　堂
宿　　泊
浴　　室

8月10日（水）14:30 ～ 8月16日（火）10:00
8月10日（水）10:00 ～ 8月16日（火）15:00
8月10日（水）20:00 ～ 8月16日（火）10:00

大 分 8月10日（水）21:00 ～ 8月16日（火）  8:00
食堂・休憩室・

コインシャワー・
コインランドリー

8月10日（水）21:00 ～ 8月16日（火）  8:00

（令和4年7月13日現在）

トラックステーション（TS）お盆休業案内トラックステーション（TS）お盆休業案内

TS名 給 油 所

青 森 8月13日（土）12:00　～　8月15日（月） 8:00

大 宮 平常通り営業

新 潟
◎休業　　8月14日（日）
◎短縮営業

8月13日（土）・8月15日（月）　7:00～18:00

金 沢 平常通り営業

TS名 給 油 所

岡 山

◎休業　　8月14日（日）
◎短縮営業

8月11日（木・祝）～13日（土）・15日（月）
8:00～18:00

尾 道 平常通り営業

北 九 州 平常通り営業

◇詳細は各運行情報センター等へお問い合わせください。
◇�上記日程は、新型コロナウイルス感染症まん延による国、地方公共団体の要請等により変更さ
れることがありますので、ご了承願います。最新情報は全日本トラック協会ホームページをご
覧ください。

札
幌
Ｔ
Ｓ

金
沢
Ｔ
Ｓ

諫
早
Ｔ
Ｓ
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▼
ジ
ョ
ン

・
ト
ラ
ボ

ル
タ
主
演

で
大
ヒ
ッ

ト
し
た
︑
１
９
７
７
年
制
作
の
ア

メ
リ
カ
映
画﹃
サ
タ
デ
ー
・
ナ
イ
ト
・

フ
ィ
ー
バ
ー
﹄︒
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ

ク
か
ら
シ
ン
グ
ル
カ
ッ
ト
さ
れ
た

ビ
ー
ジ
ー
ズ
の
﹃
ス
テ
イ
ン
・
ア

ラ
イ
ヴ
﹄
は
︑
世
界
中
の
ヒ
ッ
ト

チ
ャ
ー
ト
で
上
位
を
キ
ー
プ
し
︑

当
時
デ
ィ
ス
コ
ブ
ー
ム
を
巻
き
起

こ
し
ま
し
た
︒
▼
学
生
時
代
に
友

人
と
一
緒
に
行
っ
た
︑
東
京
・
武
蔵

野
市
吉
祥
寺
の
﹁
イ
ン
デ
ペ
ン
デ

ン
ト
ハ
ウ
ス
﹂
は
︑
多
く
の
若
者

で
埋
め
尽
く
さ
れ
︑
異
様
な
熱
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
︒
中
で
も
︑

友
人
の
近
藤
君
は
︑
端
正
な
容
姿

か
つ
ス
ポ
ー
ツ
万
能
で
︑﹃
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
﹄
や
﹃
ハ
ッ
ス
ル
﹄
が
流
れ

る
中
︑
い
つ
も
ホ
ー
ル
の
中
心
で

踊
り
を
リ
ー
ド
し
︑
眩
し
く
輝
い

て
い
ま
し
た
︒
彼
の
傍
ら
で
踊
る

彼
女
は
︑
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
が
よ
く

似
合
う
︑
目
映
い
ば
か
り
の
素
敵

な
女
性
で
し
た
︒
▼
あ
の
時
代
︑

あ
の
瞬
間
︑
私
達
は
︑
文
字
通
り

青
春
を
謳
歌
し
て
お
り
︑﹁
自
分
達

に
は
時
間
の
経
過
な
ど
な
い
﹂
と

信
じ
て
い
ま
し
た
︒
も
し
可
能
な

ら
ば
︑
一
瞬
で
も
あ
の
場
面
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
い
も
の
で
す
︒
あ

り
あ
ま
る
自
由
な
時
間
を
３
分
割

し
︑﹁
本
分
で
あ
る
学
業
﹂︑﹁
ア
ル

バ
イ
ト
﹂︑﹁
余
暇
﹂
の
時
間
に
費

や
し
ま
し
た
が
︑
そ
れ
こ
そ
１
日

24
時
間
で
は
足
り
な
い
く
ら
い

に
︑
精
力
的
に
活
動
し
ま
し
た
︒

▼
そ
ん
な
近
藤
君
も
今
は
リ
タ
イ

ア
し
︑
故
郷
の
北
海
道
に
戻
り
ま

し
た
︒
た
ま
に
電
話
が
来
る
時
は
︑

﹁
や
ま
︑
今
日
の
釣
果
は
す
ご
い

ぞ
﹂
と
報
告
し
て
く
れ
る
な
ど
︑

今
や
自
由
気
ま
ま
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
︒
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
添
付
さ
れ
た
﹁
釣
果
﹂
の

マ
ダ
ラ
は
︑
彼
の
言
葉
通
り
︑
と

び
き
り
の
大
物
で
し
た
︒
デ
ィ
ス

コ
の
ホ
ー
ル
で
ひ
と
き
わ
眩
い
光

を
放
っ
た
彼
も
︑
今
は
穏
や
か
な

﹁
傾
側
偃
仰
（
け
い
そ
く
え
ん
ぎ

ょ
う
）﹂
の
生
活
で
す
︒
▼
歩
き
な

が
ら
ピ
ザ
を
貪
り
食
べ
︑
デ
ィ
ス

コ
に
向
か
う
映
画
の
主
人
公
は
︑

行
き
場
の
な
い
青
春
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
持
て
余
す
﹁
怖
い
も
の
な
し
﹂

の
熱
血
漢
︒
若
き
ト
ラ
ボ
ル
タ
が
︑

思
い
の
ま
ま
自
身
を
主
張
し
︑
そ

し
て
何
者
に
も
束
縛
さ
れ
な
い
そ

の
凛
と
し
た
姿
は
︑
ヒ
ッ
ト
曲
﹃
ス

テ
イ
ン
・
ア
ラ
イ
ヴ
﹄
の
邦
訳
（
生

き
て
い
る
︑
生
き
続
け
て
い
る
）

と
重
な
り
︑
今
も
色
褪
せ
る
こ
と

な
く
︑
観
る
者
の
心
を
熱
く
惹
き

付
け
て
離
し
ま
せ
ん
！

 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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事業者大会スケジュール事業者大会スケジュール
11：00 ～ 13：00 受付 3 階ロビー
11：00 ～ 12：00 正副会長会議 4 階「栄の間」

13：00 ～ 13：20

◇全体会議
①開会
②全ト協会長あいさつ
③開催地ブロック協会長あいさつ
④分科会編成（２分科会）

3 階「ヴェルサイユ」

13：30 ～ 14：50

▷第 1分科会
「健康経営への取組と

交通事故防止対策の推進について」
3 階「ヴェルサイユ」

▷第 2 分科会
「事業経営の安定化に向けた

取引環境の改善について」
4 階「雅の間」

15：00 ～ 16：00
▶記念講演会
「戦国武将の経営学」

歴史研究家　井沢　元彦氏
3 階「ヴェルサイユ」

16：10 ～ 17：00

◇全体会議（再開）
①大会決議
②来賓あいさつ
③祝電披露
④次回大会開催地ブロック協会長あいさつ
⑤ガンバローコール
⑥閉会

3 階「ヴェルサイユ」

18：00 ～ 20：00 懇親会（アトラクション　郡上おどり） 3 階「ヴェルサイユ」
4 階「雅の間」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月
５
日
㈬
︑

愛
知
県
名
古
屋
市
の
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル

で
﹁
第
27
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

大
会
﹂
を
開
催
す
る
︒

　

全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
一
堂

に
会
し
︑
全
体
会
議
と
分
科
会
を
通
じ
て

熱
心
な
議
論
を
行
い
︑
大
会
決
議
を
採
択

す
る
︒
会
場
で
は
︑
マ
ス
ク
の
着
用
お
よ

び
手
指
消
毒
の
徹
底
を
図
り
︑
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
努
め
る
︒

　

分
科
会
の
テ
ー
マ
は
︑
第
１
分
科
会
が

﹁
健
康
経
営
へ
の
取
組
と
交
通
事
故
防
止

対
策
の
推
進
に
つ
い
て
﹂︑
第
２
分
科
会
が

﹁
事
業
経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
取
引
環

境
の
改
善
に
つ
い
て
﹂︒
記
念
講
演
会
で
は
︑

歴
史
研
究
家
の
井
沢
元
彦
氏
が
﹁
戦
国
武

将
の
経
営
学
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る
︒

　

現
在
︑
中
部
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
寺
岡
洋

一
会
長
）
を
中
心
に
︑
大
会
開
催
に
向
け

て
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

会
場
と
な
る
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
︵
写

真
︶
は
︑
名
古
屋
市
営
地
下
鉄
東
山
線
・

名
城
線
﹁
栄
駅
﹂
12
番
出
口
か
ら
徒
歩
約

５
分
︵
ア
ク
セ
ス
マッ
プ
別
掲
︶︒
参
加
費
は

１
人
に
つ
き
︑
会
議
の
み
参
加
の
場
合
は

1
万
７
０
０
０
円
︑
会
議
お
よ
び
懇
親
会

に
参
加
の
場
合
は
３
万
２
０
０
０
円
︒

　

大
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
︑
所

属
す
る
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ま
で
︒

アクセスマップ

全国トラック運送事業者大会全国トラック運送事業者大会第
27
回

1010月月55日（水）日（水）
中部トラック協会が中心となり準備・運営

愛
知
県
名
古
屋
市

愛
知
県
名
古
屋
市  

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
で
開
催

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
で
開
催

一、燃料高騰対策等の推進を図ろう
一、「標準的な運賃、燃料サーチャージ」の活用等による適正な運賃・料金収受を推進しよう
一、荷主対策の深度化により取引環境の改善を図ろう
一、働き方改革の推進により労働条件の整備向上を図ろう
一、多様な施策によるドライバーの確保を図ろう
一、交通事故及び労災事故の防止対策、物流DX及び環境・SDGs対策を推進しよう
一、高速道路料金の割引の拡充及び広域道路ネットワークの整備など使いやすい道路を実現しよう
一、適正化事業等を推進し公正な競争を確保しよう
一、大規模災害発生時における緊急輸送体制を確立しよう
一、パンデミックにおける適切な対応を図ろう

第27回全国トラック運送事業者大会　2022（令和4）年スローガン第27回全国トラック運送事業者大会　2022（令和4）年スローガン

２分科会
テーマ

第
１
分
科
会

「
健
康
経
営
へ
の
取
組
と
交
通
事
故
防
止
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
」

第
２
分
科
会

「
事
業
経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
取
引
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
」

3階「ヴェルサイユ」 4階「雅の間」


